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「屋外広告物条例」の一部改正
（平成16年1月1日施行）
従来のはり紙、はり札、立看板
(紙･布製)に加え、プラスチック
板、ビニール製立看板等につい
ても、違反広告物の場合はすみ
やかに撤去できるよう、国に先
駆けて県条例を改正しました
(但し、和歌山市域を除く)
問 県庁都市政策課

神経芽細胞腫
しゅ

検査の休止
生後6カ月の乳児の尿を検査する
ことにより実施してきた神経芽
細胞腫検査を平成15年5月生まれ
の乳児をもって休止します。既
に検査セット(尿容器・申込用紙
等)の配布を受け、検査を希望さ
れる方については、平成16年2月
末日までに所定の検査機関に届
いた分まで検査を行いますが、3
月1日以降に届いたものは検査を
行いませんのでご注意ください。
問 県庁健康対策課、各保健所

工業統計調査へのご協力を
この調査は、製造業の事業所を
対象に、12月31日現在でその
実態を明らかにすることを目的
とした経済産業省所管の調査で
す。調査した内容は、外部に漏
らしたり、税金の資料など他の
目的に使われることは一切あり
ませんので、調査員が訪問した
際にはご協力をお願いします。
問 県庁統計課

危険物取扱者
種類甲種、乙種、丙種
時 2月15日(日) 9:30
場和歌山市、田辺市、新宮市
願書配布 (財)消防試験研究セン
ター和歌山県支部、県庁消防防
災課、各振興局地域行政課、各
消防本部
申 12月15～18日に(財)消防試
験研究センター和歌山県支部
〒640-8249和歌山市雑賀屋町
51第2汀ビル2階に持参(遠方の
方は配達記録郵送でも可)
問申込先t073-425-3369

県職員採用(公衆衛生医師)
時 1月30日(金)
場和歌山市内
職務内容 保健所等における公
衆衛生関係業務
受験資格 医師免許を有する方
又は平成16年4月末日までに取
得見込みの方で、昭和29年4月
2日から昭和44年4月1日まで
に生まれた方
申所定の申込書に必要書類を
添付し、12月10日～1月15日
に県庁福祉保健総務課へ持参又
は郵送(郵送は簡易書留のみ)
問申込先

��

県立向陽中学校入学者
平成16年4月に開校する県立向
陽中学校の入学者を募集
選考検査日 1月24日(土)･25日(日)
申在籍する小学校、県教育委員
会県立学校課、各地方教育事務
所、開設準備室(県立向陽高校
内)で配布の募集要項により、1
月14～16日に開設準備室へ出願
問県教育委員会県立学校課、開
設準備室t073-471-0621

障害者パソコンボランティア
①派遣希望者

対障害者の方で、自宅でパソコ
ン操作の指導を希望する方
②養成講座受講希望者

時･場
1月17日(土)･18日(日)＝和歌山市
2月7日(土)･8日(日)＝田辺市
※いずれも両日の受講必要
対障害者の方の自宅でパソコン
操作を指導するボランティア活
動希望者
(①②共通)
申･問 県身体障害者連盟t073-
423-2665 FAX073-428-0515

県デザインセンター講座
①社内で作るチラシ(DM)のデ

ザイン制作

時 1月15日～2月19日の毎週木
曜日 13:30～17:30(全6回)
②初級WEB制作とデザインのツボ

時 1月13日～2月17日の毎週火
曜日 13:30～17:30(全6回)
(以下、①②共通)
場県デザインセンター(海南市)
対県内に在住･勤務の方 各3人
費 30,000円
申･問12月25日までに県デザイ
ンセンター t073-483-4590

都市計画区域マスタープラン
素案に対する意見
より良いまちづくりを進めるた
め、まちの将来像を示す「都市
計画区域マスタープラン」の素
案に対する意見を募集
閲覧場所 県庁都市政策課、法律
に基づき都市計画区域を指定して
いる市町役場、県ホームページ
申郵便、FAX、Eメールで住所、
氏名、電話番号を、12月3～17
日に県庁都市政策課 FAX073-
441-3232  Eメールe0809001
@pref.wakayama.lg.jp
問申込先

平成16年度
交通安全年間スローガン
応募区分 一般の部
子どもの部(小･中学生)
高齢者の部(65歳以上)
申ハガキ、FAX、Eメールで応募
区分、住所、氏名(ふりがな)、年
齢(学校名・学年)、電話番号を、
1月15日までに県庁県民生活課
FAX073-433-1771 Eメール
e0313001@pref.wakayama.lg.jp
問申込先

パートタイム雇用管理研修等
時 1月14日(水)
場アバローム紀の国(和歌山市)
対企業の人事労務担当者100人
研修 10:30～12:00
「短時間雇用管理者の基礎知識」
セミナー 13:00～16:00
「元気の出る企業の人材活用」
講師 樋口義雄氏(慶応義塾大学教授)
申･問 電話で(財)21世紀職業財団
和歌山事務所t073-475-1765

県認定リサイクル製品(第2回)
申所定の申請書を1月9日まで
に県庁循環型社会推進課へ持参
問申込先(認定要件及び申請書
様式は県ホームページに掲載)

りぃぶる子育て講座
「こどもを理解しともに育つた
めに～子育てと自分育ての心理
学～」米澤好史氏(和大助教授)
時１月27日(火) 13:30～15:00
場井の沢隣保館(新宮市)
定 30人(先着順)
申電話、FAX、Eメールで住
所、氏名、年齢、電話番号を、
1月23日までに県男女共生社会
推進センター「子育て講座」係
t073-435-5245 FAX073-
435-5247 Eメールe0315012
@pref.wakayama.lg.jp
※一時保育は1月16日までに申込
問申込先

魅力和歌山、新発見！
あまり知られていない和歌山県
の自慢･魅力･特徴等を募集
（例：パンダの飼育数日本一、梅
の収穫量が全国約55％等)
※1万円相当の景品プレゼント
あり(50件のみ)
申郵便、FAX、Eメールで12月
2 6 日 ま で に 県 庁 統 計 課
FAX073-441-2386 
Eメール kanao_a0001@pref.
wakayama.lg.jp
問申込先

宅地分譲
※追加分譲は1月12日から(予定)
①岩出紀泉台(岩出町)

分譲中15区画、追加分譲6区画
②貴志川長山団地(貴志川町)

分譲中3区画、追加分譲2区画
③新宮蜂伏団地(新宮市)

分譲中62区画
申･問 ①②は県土地開発公社
t073-448-1832、③は同新宮
駐在t0735-31-5460
http://business3.plala.or.jp/ld
pc_wp/

放送大学学生
テレビ・ラジオで学ぶ正規の大
学で、入学試験はありません
4月入学生を募集
種類 ①全科履修生＝大学卒業
(学士<教養>)をめざす
②選科履修生＝１年間在学
③科目履修生＝１学期間(6カ月)
在学
④修士科目生＝大学院に１学期
間(6カ月)在学
対①④18歳以上②③15歳以上
申 12月15日～2月29日
問放送大学和歌山学習センター
t073-431-0360

各振興局代表電話　海草 県庁代表と同じ　那賀 0736-63-0100 伊都 0736-34-1700 有田 0737-63-4111 日高 0738-22-3111 西牟婁 0739-22-1200 東牟婁 0735-22-8551

12月1～10日 年末の交通事故防止県民運動
【運動の重点】

飲酒運転の根絶 高齢者の交通事故防止
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精神障害者の地域生活を支えるために
私たちは、日々変化する社会の中で様々なス

トレスを感じて暮らしています。誰もがこのス
トレスにうまくつきあうことが出来ず精神疾患
にかかる可能性があります。中でも※統合失調
症は現実に100人から120人に1人はかかってい
る病気で、精神科入院患者の60％以上を占めて
います。
精神疾患にかかった人でも薬物療法や精神療

法・リハビリテーションにより、病気から回復し
自立している人がたくさんいます。しかし、一方
で若い時期に発病したことによる社会での経験不
足や日常生活から長く遠ざかっていたことにより、
病状が安定して十分在宅で生活できる状態にある
にもかかわらず、入院を続けている人もたくさん
います。退院して地域で普通に生活を送るために
は、住む所・働く場所・集える場所・支える人な
ど、様々な支援が必要なのです。
その重要な拠点になるのが、生活訓練施設や地

域生活支援センターなどの社会復帰施設ですが、

障害者のことがよく理解されていないために、住
民の反対などで施設整備が進みにくいという実
態があります。
でも考えてみてください。精神疾患から回復

した人が、住み慣れた街で友人と出かけたり、
趣味を楽しんだり仕事をしたいと思うのは当た
り前のことです。精神障害者と接したり話した
りする機会がないと、理解しにくく何となく不
安に感じるという人がいますが、話をしてみて、
ほっとさせられた、暖かい気持ちになったとい
うことをよく聞きます。
精神疾患は何ら特異な病気ではなく、治療と

周囲の支援によって回復し自立できます。だか
らこそ精神障害者が地域生活をするには地域の
皆さんの理解と何気ないふれあいによる支えが
大切なのです。
※統合失調症：従来の「精神分裂病」という病名が、誤解と
偏見を生みやすいため平成14年から変更

問　県庁健康対策課

県IT総合センター(仮称)の名称を募集!
田辺市に建設中のIT総合セ
ンター(仮称)の、情報拠点
施設としてふさわしい名称
を募集します
施設の機能概要
●県民の皆さんにインター
ネットや先端的情報技術に
触れ親しんでいただく
●先端的情報技術を活用した様々な研修を行う
●起業を目指す人等を支援する
●県立図書館紀南分館として広く利用していただく
申ハガキ、FAX、Eメール、又は持参で、名称(ふりがな)、名
称を付けた理由、住所、氏名、年齢、電話番号を、1月9日ま
でに県庁情報政策課「名称募集」係 FAX073-441-2409 
Eメール it-meisho@pref.wakayama.lg.jp
(持参の場合は12/27～1/4を除く平日の9:00～17:00)
賞最優秀賞(1点)には賞状と副賞(賞金10万円、高校生以下に
は賞金相当額の図書券)
※名称審査委員会を設置・選考のうえ4月上旬に発表予定
問申込先

12月1日施行
迷惑防止条例が改正されました
1 禁止行為の追加
(1)凶器の携帯
周囲に不安感を与えるような方法で、他人の身体に危害を
加えるのに使用されるような物(刃物、鉄パイプ等)の携帯
罰則 50万円以下の罰金又は拘留もしくは科料

(2)深夜における迷惑行為
自動車等による深夜の一定地域における迷惑走行
罰則 警察官の中止命令違反の場合、30万円以下の罰金又は
拘留もしくは科料

(3)ピンクビラ等の配布行為等
性的好奇心をそそるチラシ等の電話ボックスへのはり付け
や配布行為等
罰則 50万円以下の罰金又は拘留もしくは科料

(4)嫌がらせ行為
特定の者に対するつきまとい、待ち伏せ、汚物等気分を害す
るようなものの送りつけ、無言電話などの反復行為(ストー
カー規制法が適用されるものを除く)
罰則 6月以下の懲役又は50万円以下の罰金

2 卑わいな行為を具体的に規定(他人の身体に触ること、盗撮など)
罰則 6月以下の懲役又は50万円以下の罰金

3 罰則の強化
（例）5万円以下の罰金→50万円以下の罰金

3月以下の懲役→6月以下の懲役

問 警察本部 t073-423-0110、最寄りの警察署

粘り抜く　熱意と対話で
四島(しま)返還

12月は「滞納整理強化月間」
自主財源及び税負担の公平性を確保するため、たび重なる催告にもかかわ

らず納税の意思が見られない人に対しては、財産調査を行い、法律の規定

に基づいて差押えを実施します。まだ納税していない人は至急各振興局又

は金融機関で納税してください。何らかの理由で納税できない人は、各振

興局税務課(海草は税務部)へご相談ください。

県税の滞納は
許されません

年内にパスポートを必要とする方は
12月上旬までに申請手続きを済ませてください。

問 県パスポートセンターt073-436-7888

県税の休日・夜間納税窓口を各振興局に開設
県税の納税や、納税に関する相談にぜひご利用ください。

休日窓口 12月21日(日) 9:00～17:00 夜間窓口 12月の毎週木曜日20:00まで

北方領土返還要求運動の標語
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